
「 昔の人の苦労を体験することで、歴史が身近に感じられました。」

体育館の昇降口付近で行いました。火の意義を考えた後、もみきり法や弓

きり法、舞きり法などの火起こし方法を学び、舞きり法で実際に火起こしで

す。初めは弾み車を調子よく回せますが、だんだん押す手がきつくなり、回

転力が鈍ってきますが、頑張って回し続けると火種を作ることができました。

風の向きを読み「フーフータイム」。火種が火口につき、燃え上がりました。

２人１組で弾み車を回し、何度も火を起こした班も

ありました。

宮城嶋先生の感想

「当時の暮らしの大変さを体験を通して学ぶことができ

ました。１講座の時間配分もちょうど良かったです。喜々

として土器を触ろうとしていた子供たちも多く、貴重な

体験ができました。ありがとうございました。」

縄文土器・弥生土器・古墳時代から使われた須恵器について簡単な説

明を聞いた後、箱に入った状態の土器片を分類しました。分類に迷った

土器片は、完形品と見比べて、色や厚さ、重さ、線の入り方などを頼り

に分類しました。縄文土器ははっきりわかりましたが、弥生土器と須恵

器の見分けが難しく、かなり悩んでいました。しかし、班のみん

なで話し合いながら、分類を完成させることができました。

「黒曜石で

ジャガイモが切れて

すごいと思った。」

黒曜石はどこから来たのだろう？身近には無いこと、遠くから運ばれ

てきたこと等、簡単な説明を聞いた後、実際に、新聞紙や先生が用意し

てくださったジャガイモを黒曜石で試し切りしてみました。半信半疑で

したが「本当に切れた！」、「切れ味が良くて、びっくりした！」と驚い

ていました。遺跡から出てきた縄文時代の石斧を持ってみて「重い．．．」、

黒曜石の鏃（やじり）の細かいつくりに見入っていました。どうして黒

曜石が貴重な石だったのか、体験を通じて実感することができました。
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・「本物の土器にさわったよ」

・「昔の体験ができてよかった」

火起こし体験

土器の分類体験

・「初めてやったけど、大変だった。」

静岡市立川原小学校の６年生６８人が、社会科の授業で昔の人々の暮らしを探ることを目的に、

宮城嶋先生が出前授業を計画し、土器の分類・石器の試し切り・火起こしの３つの体験活動を行い

ました。


